
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いつもお世話になります。４月は入学式に入社式と「始まりの月」で、世間がにぎやかになります。いつも

この季節は、いろいろな場所で新入社員のフレッシュな風が吹き、春の訪れを感じます。市場では「値上げ」

という暗雲が広がっていますが、このフレッシュな風の力を大いに利用して吹き飛ばしてしまいましょう！
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渋滞から解消され

ムーズに前へ進め

な明るい兆です。

着いた態度はさら

となります。 

平穏に見えても、内側

に波乱の芽が出そうな

暗示です。感情ではな

く、理性を働かせてく

ださい。 
【「所得税」と「住民税」が変った理由とは？】 

１９年分から「所得税」と「住 

」の税率が変わたったことは、 

知の方も多いと思います。 

により、平成１９年１月以降の 

徴収および、平成２０年２月～ 

に確定申告がおこなわれた平成 

年分から「所得税」は、ほとんどの人が減りました。 

し「住民税」は、平成１９年度分から逆に増えました。 

は、地方公共団体が自主的に財源の確保をすることで、地域

たより身近な行政サービスを効率よくおこなえるようにす

を目的に、「所得税」（国税）から「住民税」（地方税）へ税金

し替えられたからです。 

は、このような目的の税金の移し替えですから、「所得税」が

「住民税」が増えても、両方をあわせた税負担は、基本的に

でと変わらないとされています。 

し、１９９９年に景気対策のために導入された、所得税額から

を控除するという減税措置の「定率減税」が、今回のこの時

止となりましたので、その関係で、ほとんどの人が、今まで
負担が増えることとなりました。 

悪循環に陥っている人

は、遠出をして気分転

換をはかりましょう。

普段興味がない場所が

吉となります。 

春の訪れと共に、明る

いムードがただよって

来るようです。玄関に

花を飾るとより盛運に

なります！ 
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ある小さな会社を営

できる限り早く駆け

それも午後４時～５

一見、迷惑かと思わ

私も近しい人を亡く

ことは、今でも鮮明

お得意様の告別式に

Ａであっても、その

人の気持ちが分から

社長に従おうとはし

ことが、社長の役目

大切ですが、それら

知れません。しかし

者など１人もいませ

先代は、そのお客様

改めて自分の役割と

 
 
 
 
 
 
 
 

「まいにち まいにち ぼくらは てっぱんの～」と、誰もが

知っている「およげ！たいやきくん」が、なんと３３年ぶりに

ＣＤとして再発売されます。きっかけはクレーンゲームの景品に「たいやきくん」の 

ぬいぐるみを入れたところ、当時を知る大人から火が点くと子どもたちにまで広がり、

３０万個も売れる大人気となったからです。大人には、懐かしい昭和。子どもたちには、

レトロなかわいい昭和。そんな昭和の代表キャラが「たいやきくん」なのでしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 

「花粉症が軽くなりました」
という声もあるようです！
 
花粉症には「腸内善玉菌」を増
やすヨーグルトや食物繊維が
良いようです。食事で補いきれ
ないときには、腸に生きたまま
届く「腸内善玉菌４４億ＥＰ
Ｓ」がオススメです。 
検索：腸内乳酸菌 アンドゥ
木 永 会 計 事 務 所 

㈲ブレーン・トラスト 

〒861-8002  

熊本市龍田町弓削 683-6 

電 話：096-337-3600 ＦＡＸ：096-337-3601

サイト：http://www.kinaga.co.jp/ 
今月の商売のヒント：【告別式に参列するのは、社長の仕事】 

む初老の社長のお話です。彼は、今までに数多くの告別式に参列したことがありますが、

つけるように心掛けています。でもそれは、お得意様の告別式ではなく、お通夜にです。

時頃に。まだ業者が準備をしている最中のバタバタとやっているところに顔を出します。

れますが、当の喪主からしてみれば、これほど心強いことはありません。３０分くらい 
２人で亡き人の思い出話に浸ります。大切な人を亡くした辛さ、不慣れな葬儀、

そして、これからの事業への不安が一つに交錯しています。ましてや、先代を 
亡くした若い２代目が喪主のときなどは、目に見えない不安と悲しみで震えて 
いることが多かったそうです。だから、できる限り早く駆けつけて共に時間を 
過ごすのです。それから数年が経っても、当時の喪主は覚えていてくれます。

したときに、同じような経験をしました。目に入った情景や参列していただいた方々の

に覚えています。また、感謝しています。それなのに時間がないからと言って、大切な

社員を“派遣”するような社長が残念でなりません。たとえ、それが関わりの薄いお客

当人からすれば、会社を代表する者に参列してもらいたいはずです。当然のことですが、

ない社長に社員が使える訳もなく、また、それを間近で見聞きした社員たちも、本気で

ません。告別式に参列することは、社長の大切な仕事の１つです。他のだれもできない

なのです。たしかに、経営計画や事業計画を立てることも 
全部を社長１人がやらなくても他にできる社員がいるかも 
、社長の代わりにお客様の告別式に参列することができる 
ん。お客様との縁の深さなど関係ありません。亡くなった 
のたった１人の父親です。私も、この社長のお話を伺って、 
いうものを今一度、見つめ直したいと思いました。 


